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１．研究計画の概要 
ケインズとカレツキの経済学を理論・思

想・政策の三つの側面から総体的に再検討す

ることを目的とする。とくに次の三点に重点

をおいて研究を進めている。 
第一は、ケインズとカレツキの経済政策論

についての検討である。第二に、自由主義や
民主主義をめぐる彼らの思想について再検
討する。第三に、貨幣的要因が実体経済に及
ぼす影響についての分析枠組みをさらに拡
張していくことをめざす。これらの作業を通
じて、ケインズとカレツキの経済学の今日的
な意義がどこにあるのかを明らかにしよう
と試みる。 
 
２．研究の進捗状況 
これまでの主な研究成果として、ケインズ

とカレツキの経済学に関する 3編の論文があ
る。「ケインズ主義の可能性と限界――カレ
ツキ経済学の視点から」（『現代思想』第 37
巻第 6 号、2009 年）では、カレツキ経済学
の視点によりつつ、戦後資本主義におけるケ
インズ主義の興隆とその危機について考察
した。「カレツキの経済政策論――完全雇用
の政治経済学」（『経済科学』第 57 巻第 1 号、
2009 年）は、カレツキが資本主義経済の矛
盾と限界をどう捉えていたのかに注目しな
がら、彼の経済政策論の特徴とその意義につ
いて検討している。 
これら 2編の論文がカレツキとケインズの

経済学それ自体を考察の対象とするのに対
して、「ポスト・ケインズ派貨幣経済論の回
顧と展望」（『季刊経済理論』第 46 巻第 4 号、
2010 年）は、ポスト・ケインズ派経済学の

最近の動向を概観することを通して、ケイン
ズの洞察の今日的意義がどこにあるのかを
探り当てようとするものである。 
さらに 2008 年には、監訳者の一人として、

ジル・ドスタレール著『ケインズの闘い――
哲学・政治・経済学・芸術』を公刊した。哲
学・政治・経済学・芸術という四つの軸に沿
ってケインズの思考と活動について論じた、
これまでに類書のない著作である。 
新自由主義の限界が問われる今、資本主義

経済の本来的な不安定性に着目していたケ
インズとカレツキの経済学に総体的な検討
を加え、それを通じて非新古典派の政治経済
学の再生と発展の方向を探ってゆくことが、
本研究の意図である。これまで、この課題を
達成するべく研究を進めてきた。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 現在までの期間に、ケインズとカレツキの
経済学に関するいくつかの著書と論文を発
表することができた。予定通り、理論・政策・
思想の各領域において一応の成果を挙げる
ことができており、研究期間中に当初の目的
をほぼ達成することが見込まれる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)ポスト・ケインズ派貨幣経済論の検討を
通じて、ケインズ経済学の今日的意義をより
いっそう明らかにしてゆく。 
(2)自由や民主主義をめぐるケインズとカレ
ツキの思想について、さらに考察を深めてゆ
く。 
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５. 代表的な研究成果 
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